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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 67,792 2.7 3,370 33.9 4,006 ― 2,537 ―

29年3月期第2四半期 66,015 △4.9 2,516 60.5 △3,080 ― △2,688 ―

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　5,075百万円 （―％） 29年3月期第2四半期　　△4,726百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 137.13 136.25

29年3月期第2四半期 △143.78 ―

※当社は、平成29年10月1日を効力発生日として普通株式10株を1株とする株式併合を実施しております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式併合
が行われたと仮定し、1株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後1株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 175,753 111,344 62.8 6,010.90

29年3月期 169,460 108,353 63.8 5,784.83

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 110,415百万円 29年3月期 108,153百万円

※当社は、平成29年10月1日を効力発生日として普通株式10株を1株とする株式併合を実施しております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式併合
が行われたと仮定し、1株当たり純資産を算定しております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― ― ― 7.50 7.50

30年3月期 ― ―

30年3月期（予想） ― 80.00 80.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

※当社は、平成29年10月1日を効力発生日として普通株式10株を1株とする株式併合を実施しております。平成30年3月期（予想）の1株当たり期末配当金につ
いては、当該株式併合を考慮した金額を記載しております。株式併合を考慮しない場合の平成30年3月期（予想）の1株当たり期末配当金は8円00銭となります。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 140,000 2.5 5,500 30.8 6,000 28.5 3,200 3.2 173.50

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

※平成30年3月期の連結業績予想（通期）における1株当たり当期純利益については、株式併合の影響を考慮しております。株式併合を考慮しない場合の平成
30年3月期の連結業績予想（通期）における1株当たり当期純利益は17円35銭となります。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 20,993,516 株 29年3月期 20,993,516 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 2,624,222 株 29年3月期 2,297,433 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 18,506,422 株 29年3月期2Q 18,696,802 株

※当社は、平成29年10月1日を効力発生日として普通株式10株を1株とする株式併合を実施しております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株
式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実

　際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、

　添付資料４ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（株式併合後の配当及び連結業績予想について）

　　当社は、平成29年6月23日開催の第121期定時株主総会決議に基づき、平成29年10月1日を効力発生日として、普通株式10株につき1株の割合で株式併合

　を実施し、併せて同日付で単元株式数の変更（1,000株から100株への変更）を実施しております。なお、株式併合を考慮しない場合の平成30年3月期の配当

　予想及び連結業績予想は以下のとおりであります。

　(1) 平成30年3月期の配当予想

　　　1株当たり配当金　　　　期末　8円00銭

　(2) 平成30年3月期の連結業績予想

　　　1株当たり当期純利益　通期　17円35銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報  

（１）経営成績に関する説明   

当第２四半期連結累計期間（平成 29 年４月１日～平成 29 年 9月 30 日）における日本経済は、政府・日銀

による経済対策や金融政策により全体としては緩やかな回復基調にあるものの、欧米の政治的リスクやアジ

アの地政学的リスクの高まり、新興国経済の減速、消費者マインドの冷え込みによる個人消費の停滞等、先

行き不透明な経営環境が続きました。 

このような状況において、当社グループでは、中期経営計画「CAN20 計画第２フェーズ（2017 年度～2020

年度）」の初年度にあたり、『集中と結集』をキーコンセプトに、「セグメント別事業戦略」「新規事業創

出」「経営基盤強化」の３つの基本戦略への取り組みを進めました。 

機能ソリューション事業は、電子部品分野が事業構造改革として取り組んでいるダウンサイジング化により

減収となったものの、プラスチックフィルム分野が好調に推移しました。アパレル事業は、主力ブランドの拡

販と成長販路への取り組みを強化し堅調に推移しました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 67,792 百万円（前年同期比 2.7％増）、営業利益は 3,370

百万円（前年同期比 33.9％増）、経常利益は 4,006 百万円（前年同期は経常損失 3,080 百万円）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は 2,537 百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失 2,688 百万円）と

なりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

＜機能ソリューション事業＞ 

プラスチックフィルム分野は、主力のシュリンクフィルムが国内及びアジア向け輸出で好調に推移しまし

た。エンジニアリングプラスチックス分野は、好調な半導体市場向け及びOA機器向けが堅調に推移しました。

電子部品分野では、工場再編・合理化等の構造改革を継続中であります。メディカル分野では、中国向け

及び新商品「デュラウェーブ」が好調に推移しました。 

以上の結果、機能ソリューション事業の売上高は 24,289 百万円（前年同期比 0.7％増）、営業利益は 2,704

百万円（前年同期比 40.5％増）となりました。 

 

＜アパレル事業＞ 

インナーウエア分野では、レディスインナーを中心とした差異化商品の拡販並びに成長販路の拡大により

順調に推移しました。レッグウエア分野は、ソックスのフットカバー、スニーカーイン、ルームシューズ等

が健闘したものの、ストッキングが苦戦しました。 

以上の結果、アパレル事業の売上高は 36,291 百万円（前年同期比 4.5％増）、営業利益は 1,741 百万円（前

年同期比 13.3％増）となりました。 

 

＜ライフクリエイト事業＞ 

不動産関連分野では、ショッピングセンター事業は引き続き地域に密着した運営により堅調に推移し、ま

た賃貸住宅事業は新規物件が貢献しました。スポーツクラブ分野は、本年４月に開業した２店舗の新規出店

に伴う初期費用影響を受けました。 

以上の結果、ライフクリエイト事業の売上高は 7,408 百万円（前年同期比 0.8％増）、営業利益は 474 百万

円（前年同期比 13.2％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

総資産は、175,753 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 6,293 百万円増加しました。主な増加要因は、

投資有価証券の増加 3,287 百万円、受取手形及び売掛金の増加 2,471 百万円、商品及び製品の増加 1,483 百

万円であり、主な減少要因は、機械装置及び運搬具（純額）の減少 1,142 百万円であります。 

負債は、64,409 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 3,302 百万円増加しました。主な増加要因は、コ

マーシャル・ペーパーを含む長短借入金の増加 6,162 百万円であり、主な減少要因は、流動負債「その他」

の減少 2,450 百万円（為替予約等）であります。 

純資産は、111,344 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 2,990 百万円増加しました。主な増加要因は、

親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加 2,537 百万円、その他有価証券評価差額金の増加 2,562

百万円であり、主な減少要因は、配当による減少 1,402 百万円、自己株式の取得等による減少 1,326 百万円

であります。 

 

（キャッシュ・フローについて） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ 25 百万円増加し、

9,696 百万円となりました。当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況と主な要因は次の

とおりであります。 

営業活動に使用されたキャッシュ・フローは、169 百万円（前年同期は 3,820 百万円の収入）となりました。

主なキャッシュ・インの要因は、税金等調整前四半期純利益 3,766 百万円、減価償却費 3,196 百万円であり、

主なキャッシュ・アウトの要因は、期末日が金融機関の休日となった影響を含む売上債権の増加 2,750 百万

円、たな卸資産の増加 1,632 百万円、その他流動負債の減少 1,019 百万円、法人税等の支払 1,221 百万円で

あります。 

投資活動に使用されたキャッシュ・フローは、前年同期と比較して 68 百万円減少し 4,598 百万円となりま

した。主なキャッシュ・アウトの要因は、メディカル事業の設備投資など固定資産の取得による支出 3,134

百万円であります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期と比較して 1,052 百万円減少し、5,499 百万円の収入とな

りました。主なキャッシュ・インの要因は、コマーシャル・ペーパーを含む長短借入金による収入 8,333 百

万円であり、主なキャッシュ・アウトの要因は、配当金の支払い 1,397 百万円、自己株式の取得 1,358 百万

円であります。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

機能ソリューション事業の売上が好調なことやコスト低減効果等により、当第２四半期連結累計期間の業

績が予想以上に推移していることから、平成 30 年３月期通期連結業績予想を下記の通り修正しております。

また、通期連結業績予想の修正に伴い、平成 30 年３月期の１株当たり期末配当予想についても修正しており

ます。 

 

平成 30 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

138,000

百万円

4,300

百万円

4,800

百万円 

2,500 

円  銭

134.93

今回修正予想（Ｂ） 140,000 5,500 6,000 3,200 173.50

増減額（Ｂ－Ａ） 2,000 1,200 1,200 700 

増減率（％） 1.4 27.9 25.0 28.0 

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年３月期) 
136,579 4,206 4,671 3,102 165.95

※ 平成 29 年 10 月１日を効力発生日として、10 株を１株とする株式併合を実施したため、前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。 

 

配当予想の修正 

 年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭

前回予想 

(平成 29 年８月３日発表) 
― 75.00 75.00

今回修正予想  80.00 80.00

当期実績 ―  

前期実績 

(平成 29 年３月期) 
― 7.50 7.50

※ 平成 29 年 10 月１日を効力発生日として、10 株を１株とする株式併合を実施したため、平成 30 年３月

期(予想)の１株当たり期末配当金については、当該株式併合を考慮した金額を記載しております。株式

併合を考慮しない場合の平成 30 年３月期(予想)の１株当たり期末配当金は８円 00 銭となります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,670 9,696

受取手形及び売掛金 27,805 30,276

商品及び製品 19,974 21,458

仕掛品 5,751 5,819

原材料及び貯蔵品 4,546 4,357

その他 3,842 4,450

貸倒引当金 △8 △9

流動資産合計 71,582 76,048

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 40,075 40,064

機械装置及び運搬具（純額） 11,503 10,360

土地 12,935 12,890

その他（純額） 2,758 3,183

有形固定資産合計 67,272 66,499

無形固定資産 1,916 1,927

投資その他の資産

投資有価証券 20,376 23,663

その他 8,761 7,804

貸倒引当金 △449 △189

投資その他の資産合計 28,688 31,278

固定資産合計 97,877 99,705

資産合計 169,460 175,753
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,594 9,217

短期借入金 8,204 6,881

コマーシャル・ペーパー 4,000 6,300

1年内返済予定の長期借入金 6,945 6,658

未払法人税等 1,311 1,171

賞与引当金 1,166 1,154

その他 11,100 8,649

流動負債合計 42,323 40,033

固定負債

長期借入金 8,562 14,034

退職給付に係る負債 4,818 4,974

長期預り敷金保証金 4,371 4,409

その他 1,031 957

固定負債合計 18,783 24,376

負債合計 61,106 64,409

純資産の部

株主資本

資本金 26,071 26,071

資本剰余金 13,998 13,966

利益剰余金 77,504 78,783

自己株式 △9,111 △10,437

株主資本合計 108,462 108,383

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △62 2,500

土地再評価差額金 △67 △67

為替換算調整勘定 1,154 867

退職給付に係る調整累計額 △1,333 △1,266

その他の包括利益累計額合計 △309 2,032

新株予約権 287 305

非支配株主持分 △88 623

純資産合計 108,353 111,344

負債純資産合計 169,460 175,753
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

売上高 66,015 67,792

売上原価 47,742 48,138

売上総利益 18,273 19,653

販売費及び一般管理費 15,757 16,282

営業利益 2,516 3,370

営業外収益

受取利息 28 25

受取配当金 265 248

固定資産賃貸料 140 140

為替差益 - 51

デリバティブ評価益 - 255

その他 91 233

営業外収益合計 526 955

営業外費用

支払利息 82 87

固定資産賃貸費用 120 120

為替差損 750 -

デリバティブ評価損 5,030 -

その他 138 111

営業外費用合計 6,123 319

経常利益又は経常損失（△） △3,080 4,006

特別利益

固定資産売却益 43 2

投資有価証券売却益 147 6

事業譲渡益 233 -

特別利益合計 424 8

特別損失

固定資産除売却損 199 31

関係会社株式売却損 - 84

関係会社投融資評価損失 - 86

その他 26 46

特別損失合計 226 249

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,882 3,766

法人税等 △129 1,173

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,753 2,592

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△65 55

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△2,688 2,537
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,753 2,592

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △324 2,562

為替換算調整勘定 △1,797 △147

退職給付に係る調整額 149 67

その他の包括利益合計 △1,972 2,482

四半期包括利益 △4,726 5,075

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △4,494 5,023

非支配株主に係る四半期包括利益 △232 52
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△2,882 3,766

減価償却費 3,283 3,196

関係会社投融資評価損失 － 86

のれん償却額 13 36

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 1

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 397 252

賞与引当金の増減額（△は減少） △11 △11

受取利息及び受取配当金 △294 △273

支払利息 82 87

為替差損益（△は益） 195 △47

デリバティブ評価損益（△は益） 5,030 △255

固定資産除売却損益（△は益） 156 29

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △147 △6

関係会社株式売却損益（△は益） － 84

事業譲渡損益（△は益） △233 -

その他の損益（△は益） 34 11

売上債権の増減額（△は増加） 117 △2,750

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,556 △1,632

その他の流動資産の増減額（△は増加） △332 △27

仕入債務の増減額（△は減少） 171 △408

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 297 △23

その他の流動負債の増減額（△は減少） △10 △1,019

その他の固定負債の増減額（△は減少） △696 △248

小計 3,610 847

利息及び配当金の受取額 298 283

利息の支払額 △84 △79

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △3 △1,221

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,820 △169

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △4,143 △3,134

固定資産の売却による収入 128 54

固定資産の除却による支出 △124 △23

投資有価証券の取得による支出 △133 △1,017

投資有価証券の売却による収入 537 301

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△657 -

事業譲渡による収入 279 -

貸付金の増減額（△は増加） △57 △678

その他 △358 △102

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,529 △4,598
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金及びコマーシャル・ペーパーの増減
額（△は減少）

9,688 3,096

長期借入れによる収入 ― 5,700

長期借入金の返済による支出 △1,498 △463

自己株式の取得による支出 △1 △1,358

配当金の支払額 △1,581 △1,397

非支配株主への配当金の支払額 △1 -

その他 △53 △77

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,551 5,499

現金及び現金同等物に係る換算差額 △746 △608

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,096 123

現金及び現金同等物の期首残高 7,471 9,670

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

― △98

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,568 9,696
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 

 

(当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動) 

該当事項はありません。 

 

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用) 

(税金費用の計算) 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調

整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

(会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示) 

該当事項はありません。 
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(セグメント情報等)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）
　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

機能ソリュー ライフクリ
ション事業 エイト事業

売　上　高

　 外部顧客への売上高 24,098 34,617 7,300 66,015 － 66,015

　 セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

計 24,124 34,729 7,351 66,205 △ 189 66,015

セグメント利益 1,924 1,537 546 4,009 △ 1,492 2,516

(注) セグメント利益の調整額△1,492百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、当該費用
     は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）
　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

機能ソリュー ライフクリ
ション事業 エイト事業

売　上　高

　 外部顧客への売上高 24,255 36,176 7,360 67,792 － 67,792

　 セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

計 24,289 36,291 7,408 67,989 △ 197 67,792

セグメント利益 2,704 1,741 474 4,920 △ 1,549 3,370

(注) セグメント利益の調整額△1,549百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、当該費用
     は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

34 115 47 197 △ 197 － 

－ 

報告セグメント
調整額
(注)

四半期連結
損益計算書

計上額
アパレル事業 計

報告セグメント
調整額
(注)

四半期連結
損益計算書

計上額
アパレル事業 計

26 112 51 189 △ 189 
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３．補足情報

（１）四半期決算補足説明資料

２０１７年度　第２四半期　連結決算概要

(1)当第２四半期（６ヶ月）の業績等 （単位：百万円）

 増減
項     目 当期実績 前年同期 上段(  )は

('17/4-9) ('16/4-9) 増減率

(2.7)
売 上 高 67,792 66,015 1,776

(33.9)
営 業 利 益 3,370 2,516 854

( - )
経 常 利 益 4,006 △ 3,080 7,087
税 金 等 調 整 前 ( - )
四 半 期 純 利 益 3,766 △ 2,882 6,649
親 会 社 株 主 に 帰 属 ( - )
す る 四 半 期 純 利 益 2,537 △ 2,688 5,226

(0.8)
総 資 産 175,753 174,399 1,354

(3.0)
た な 卸 資 産 31,634 30,723 911

(2.9)
固 定 資 産 99,705 96,934 2,771

(10.9)  
純 資 産 111,344 100,361 10,982

金 融 収 支 186 211 △24
( 受 取 利 息 ・ 配 当 ) (273) (294) (△20)
( 支 払 利 息 ) (△ 87) (△ 82) (△4)
設 備 投 資 2,500 3,680 △1,180
減 価 償 却 費 3,232 3,297 △65

(注) 自己株式の取得等の状況
（株数） （金額）

　　 ・取得した自己株式（単元未満株式買取含む） 341 千株 1,383 百万円
　　 ・処分した自己株式 14 〃 57 〃
　　 ・前期末に保有していた自己株式 2,297 〃 9,111 〃
　　 ・当期末に所有している自己株式 2,624 〃 10,437 〃

※株式併合について
　当社は、平成29年10月１日を効力発生日として普通株式10株を１株とする株式併合を実施しております。
　・自己株式の取得等の状況における株数は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。
　・１株当たり四半期純利益、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び１株当たり純資産については、前連結会計年度の期
　　首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

(2)事業のセグメント別業績 （単位：百万円）

項     目 当期実績 前年同期
('17/4-9) ('16/4-9) 増減
金額 ｳｴｲﾄ 金額 ｳｴｲﾄ 金額 増減率

機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ 24,289 35.7 24,124 36.4 164 0.7
売 ア パ レ ル 36,291 53.4 34,729 52.5 1,562 4.5
上 ﾗ ｲ ﾌ ｸ ﾘ ｴ ｲ ﾄ 7,408 10.9 7,351 11.1 56 0.8
高 小 計 67,989 100.0 66,205 100.0 1,783 2.7

消 去 △ 197 △ 189 △7 -
連 結 計 67,792 66,015 1,776 2.7

機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ 2,704 55.0 1,924 48.0 779 40.5
営 ア パ レ ル 1,741 35.4 1,537 38.3 203 13.3
業 ﾗ ｲ ﾌ ｸ ﾘ ｴ ｲ ﾄ 474 9.6 546 13.7 △72 △ 13.2
利 小 計 4,920 100.0 4,009 100.0 911 22.7
益 消 去 ・ 全 社 △ 1,549 △ 1,492 △56 -

連 結 計 3,370 2,516 854 33.9

(3)主要経営指標

項     目 当期実績 前年同期

('17/4-9) ('16/4-9) 増減

総 資 産

営 業 利 益 率 ％ 2.0 1.5 0.5

総 資 産

経 常 利 益 率 ％ 2.3 -1.8 4.1

売 上 高

営 業 利 益 率 ％ 5.0 3.8 1.2
売 上 高

経 常 利 益 率 ％ 5.9 -4.7 10.6

自 己 資 本

比 率 ％ 62.8 56.8 6.0

自 己 資 本

四半期純利益率 ％ 2.3 -2.6 4.9

１ 株 当 た り

四半期純 利益 円 137.13 -143.78 280.91

潜在株式調整後

１ 株 当 た り

四半期純 利益 円 136.25 - -
１ 株 当 た り

純 資 産 円 6,010.90 5,299.05 711.85

＜業績概況＞

・機能ソリューション事業は､電子部品分野が
　事業構造改革としてのダウンサイジング化
  により減収となったものの、プラスチック
  フィルム分野が順調に推移し増収増益
・アパレル事業は､主力ブランドの拡販と成長
  販路への取り組み強化により増収増益
・ライフクリエイト事業は､不動産分野が
　ショッピングセンター事業の地域密着運営
　により堅調も、スポーツクラブ分野での新

規出店に伴う初期費用影響で増収減益

・デリバティブ評価益(2.5億円)および為替
  差益(0.5億円)

＜通期予想＞
・機能ソリューション事業の売上が好調なことや
  コスト低減効果等により､当第２四半期累計
　期間の業績が予想以上に推移していることから
　通期連結業績予想を上方修正
・通期業績予想の上方修正に伴い､年間配当は
  前回予想の75円から80円に修正
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(7)事業の種類別セグメント通期業績予想 （単位：百万円）

項     目
金額 ｳｴｲﾄ 金額 ｳｴｲﾄ 金額 増減率 金額 ｳｴｲﾄ 金額 増減率

機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ 49,800 35.4 48,800 35.3 1,000 2.0 50,195 36.6 △395 △ 0.8
売 ア パ レ ル 74,300 52.9 73,300 52.9 1,000 1.4 71,629 52.3 2,671 3.7
上 ﾗ ｲ ﾌ ｸ ﾘ ｴ ｲ ﾄ 16,400 11.7 16,400 11.8 - - 15,168 11.1 1,232 8.1
高 小 計 140,500 100.0 138,500 100.0 2,000 1.4 136,994 100.0 3,506 2.6

消 去 △ 500 △ 500 - - △ 415 △85 -
連 結 計 140,000 138,000 2,000 1.4 136,579 3,421 2.5

機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ 4,800 53.9 3,600 46.2 1,200 33.3 3,468 47.5 1,332 38.4
営 ア パ レ ル 2,700 30.3 2,700 34.6 - - 2,505 34.3 195 7.8
業 ﾗ ｲ ﾌ ｸ ﾘ ｴ ｲ ﾄ 1,400 15.7 1,500 19.2 △100 △ 6.7 1,322 18.2 78 5.9
利 小 計 8,900 100.0 7,800 100.0 1,100 14.1 7,296 100.0 1,604 22.0
益 消 去 ・ 全 社 △ 3,400 △ 3,500 100 - △ 3,090 △310 -

連 結 計 5,500 4,300 1,200 27.9 4,206 1,294 30.8

今回予想 前回予想 増減前年通期増減

(5)設備投資及び減価償却費 （単位：百万円）

項　　目 当期年間計画 前年通期 対前期
金額 ｳｴｲﾄ ２Ｑ累計実績 金額 ｳｴｲﾄ 増減 【当期の主要投資計画】

（うち海外） (460) (76) (421) ・ﾒﾃﾞｨｶﾙ生産工場

機能ｿ ﾘ ｭ ｰ ｼ ｮ ﾝ 2,900 39.2 1,020 1,677 17.2 1,223 　及び生産設備       1,000

（うち海外） (420) (121) (216) ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌｨﾙﾑ生産設備  800

設 備 ア パ レ ル 1,800 24.3 365 2,110 21.7 △310 ・ｲﾝﾅｰ生産設備      

投 資 ﾗ ｲ ﾌ ｸ ﾘ ｴ ｲ ﾄ 1,200 16.2 397 5,539 56.9 △4,339 　及びｼｽﾃﾑ開発         800

全 社 1,500 20.3 718 411 4.2 1,089

（うち海外） (880) (198) (637)
合 計 7,400 100.0 2,500 9,739 100.0 △2,339

機能 ｿ ﾘ ｭ ｰ ｼ ｮ ﾝ 3,100 44.3 1,323 3,105 45.2 △5

減 価 ア パ レ ル 1,400 20.0 666 1,407 20.5 △7

償 却 費 ﾗ ｲ ﾌ ｸ ﾘ ｴ ｲ ﾄ 1,700 24.3 893 1,821 26.5 △121

全 社 800 11.4 348 527 7.8 273
合 計 7,000 100.0 3,232 6,862 100.0 138

(注)1.設備投資額には無形固定資産を含む。

    2.減価償却費には、のれんの償却額を含む。

(4)キャッシュ・フローの状況 （単位：百万円）

当期実績 前年同期
活動区分 ('17/4-9) ('16/4-9) 増減 当期('17/4-9)の主たる内訳

税金等調整前四半期純利益3,766､減価償却費 3,196､売上債権の増加△2,750､

営業活動によるＣＦ △ 169 3,820 △3,990 棚卸資産の増加 △1,632、法人税等の支払い△1,221、その他の流動負債の減少△1,019

投資活動によるＣＦ △ 4,598 △ 4,529 △68 固定資産の取得△3,134、投資有価証券の取得△1,017

長短借入金及びCPの増加 8,796、長期借入金の返済△463、配当金支払△1,397､

財務活動によるＣＦ 5,499 6,551 △1,052 自己株式取得△1,358

換算差額 △ 608 △ 746 138

現金及び現金同等物

の期中増加高 123 5,096 △4,973

連結の範囲の変更に

伴う減少 △ 98 -      △98

現金及び現金同等物
の期末残高 9,696 12,568 △2,872

(6)通期業績予想   （単位：百万円）

項     目 増減 増減
今回予想 前回予想 (上段( )は増減率) 前年通期 (上段( )は増減率)

(1.4) (2.5)

売 上 高 140,000 138,000 2,000 136,579 3,421

(27.9) (30.8)

営 業 利 益 5,500 4,300 1,200 4,206 1,294

(25.0) (28.5)

経 常 利 益 6,000 4,800 1,200 4,671 1,329

(28.0) (3.2)

3,200 2,500 700 3,102 98

親会社株主に
帰属する当期
純 利 益
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